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精 索 静 脈 瘤 の 臨 床 的 観 察
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   A clinical statistical analysis was conducted of the patients with varicocele who visited the 
Department of Urology, Osaka City University, and its related hospitals. Regarding the age 
distribution, patients younger than 50 years old were predominant; this age group included 
20 of 24 cases, or 83%. An overwhelming majority of the cases, 75 %, had the main com-

plaint of infertility; they had not been able to have children even after 2 to 3 years of mar-
riage. The next most common complaint was swelling and/or an uncomfortable feeling of 
the contents of the scrotum. In all of the cases, the lesion was seen in the left side of the 
scrotum. When the patients were classified on the basis of the sperm count, oligospermia 
was predominant; it was seen in 15 cases (62.5%). A study on the relationship between the 
sperm count and the grade of varicocele revealed a tendency for the sperm count to show an 
inverse relationship with the grade. Testicular atrophy showed a direct correlation with the 

grade. Of the patients with varicocele, 5 patients had one or more children, while 8 patients 
(61.5%) complained of their inability to have a child. No particular relationship could be 
identified between the age at the time of visiting our Department as outpatients and the 
degree of testicular atrophy.
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は じ め に

精索静脈瘤は男子不妊症の原因の一つとして考えら

れているが,そ の因果関係についてはまだ議論の多い

ところである.今 回,私 たちは大阪市立大学泌尿器科

学教室ならびにその関連病院での精索静脈瘤の臨床統

計について若干の成績を得たので報告する.

対 象

大阪市立大学医学部泌尿器科学教室の外来ならびに

関連病院を受診 した精索静脈瘤症例24例 を対象 とし

た.

結 果

1.年 齢および主訴

今回調べた精索静脈瘤症例の年齢分布は40歳 台まで
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の症例が24例 中20例,83%を 占あていた.そ の主訴と

しては,結 婚後2～3年 たつが,子 供ができないとい

う不妊症が75%と 圧倒的に多く,そ れに陰嚢内容の腫

大 ・不快感の順であった.全 例とも左側に病変を認め

た。

2.精 索静脈瘤と精子数(Tablc1)

精子数により症例を分類す ると,oligospermiaの

症例が15例62.5%と 一番多く観察された.精 子数と精

索静脈瘤のgradei)と の関係についてみると,grade

が高い程精子数が少ない傾向がみられた.

Tabiel.Relationshipbetwcenspermacounts

andgradeofvaricoceie

考 察

1.男 子不妊症の統計(Fig.1)

男子不妊症の頻度は大阪市立大学泌尿器科学教室の

外来を受診した総男子患者数の0・2%で あ つた・これ

らの年齢分布についてみると,20歳 台後半が過半数を

しめており,結 婚後2～3年 目の症例が大多数を占め

ていた,こ れら症例の中で精索静脈瘤を持っていた症

例は13.6%で あ った.
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3.精 索静脈瘤と子供の有無

精索静脈瘤が観察された症例中5例 に子供がおり,

子供ができないと訴える症例は8例61.5%で あ った.

4.患 側の精巣の萎縮について(Table2,3)
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Fig,1。 不妊精査を希望して大阪市大泌尿器科を

受診した患者数(S41～S58)

10-19

20-29

30-39

40一

2

1

1

3

1

4

3

1

3

2

1

2

*Lyon5cla5siflcat■enCUrelegy.1982}

Table3。Relationshipbetweengradeof

varicoceleandsizeoftestis

Gradoof
のロ

varic。 。989Rt富LtRt>Lt

Sizeoftestis.2

Rt》LtRt》Lt

I

II

皿

書

2

1

8

3

3

4 2

:1惣 慧::淵 鵬 ㌫`儲 邑z28:量96`'

外来受診時の年齢と精巣の萎縮についてみると,両

者の間にはとりたてた関係を見い出せなかった.ま た

精索静脈瘤のgradcと の関係についてみると,精 索

静脈瘤のgradeが 高 くなるにつれて精巣の萎縮が観

察された.

これらの値は正常男子において観察される頻度6～

22.9%と ほぼ同じ値であったが,男 子不妊症でみられ

る頻度21～39%よ りは低い値であった2).

2。 精索静脈瘤について

精索静脈瘤は男子不妊症の原因の一つとして考えら

れているが3-6),精 索静脈瘤を有する症例でも妊娠,

さらに子供がいる場合があり,そ の関係についてはま

だ議論がなされているところである.私 たちの調ぺた

結果でみてみると,子 供がいなかった症例は13増 中8

例 で,精 索静脈瘤があるにもかかわらず5症 例には子

供がいた.こ の値は他の報器者の数値に比べて若干高

い値であった.

しか しながら,精 子数,精 巣の大きさとの関係につ

いてみると,精 索静脈瘤の程度が著明なほど精巣や造

精能への影響が大きかった.こ の点より考えるとやは

り精索静脈瘤と男子不妊症 とはなんらかの関係がある

ものと思われた.

一方
,精 索静脈瘤そのものの発生機序や病因につい

てはまだ一定の結論に達していない.こ の精索静脈瘤

の原因により,一 次性(特 発性)と 二次性(症 候性)

との二つに分類される3『7).す なわち,前 者は内精静

脈と腎静脈 との吻合部の弁形成不全が,後 者として

は,内 精静脈の血栓形成や腎腫瘍の静脈内侵襲さらに

は水腎症や他臓器腫瘍 による圧迫 が原因とされてい

る・私たちの症例では,レ ントゲン検査により19例が
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特発性,5例 が症候性であった.

さて,精 索静脈瘤 の左右別発生頻度についてみる

とLewisは 青年1,500例 中左側にみられたのが100例

116.5%,両 側にみられたのが15例1%で,右 側にみ

られた症例はなかったと述べている8).私 たちの観察

でも全例左側であったが,1例 に右側精巣にまで造影

剤が達 しているのがあった,

発病年齢についてみると,20歳 までが.多 数を占め

ているが,10歳 台もこのごろよく経験するようになっ

た.こ の理由としてるこの疾病に関する知識 さらに

は不妊症との関係について,多 くの人が関心を示すよ

うになったためと考えられる.

症状としては陰嚢部の不快感や ミミズ様の静脈怒張

がよく観察される.自 覚症状がなく診察にてはじめて

指摘される症例もある.

診断としては他覚症状と触診が一番有用であるとさ

れている.し かし潜在的な精索静脈瘤の診断には超

音波診断装置,サ ーモ メーター,ラ ジォァイソトー

プを用 いた陰嚢シンチなどが有用な方法とされてい

る9-12)

治療 としては,高 位結紮が多くの施設でなされてい

る13).最 近では経皮カテーテルを用いた塞栓術がなさ

れるようになり多 くの症例がこの恩恵 をうけている

が12),症 候性の精索静脈瘤の場合では必ず しもこの治

療ができない症例もあり,依 然として手術療法もなさ

れるものと思われる.

ま と め

大阪市立大学泌尿器科学教室ならびにその関連病院

での精索静脈瘤の臨床統計について調べた。その年齢

分布は40歳 台までの症例が一番多く,24例 中20例83%

を占めていた.主 訴としては,結 婚後2～3年 たつが,

子供ができないとい う不妊症が75%と 圧倒的に多く,

その次に陰嚢内容の腫大 ・不快感の順であった.全 例

とも左側に病変を認めた.精 子数 による分類 では,

01igospermiaの 症例が15例62.5%と 一番多く観察さ

れた.精 子数と精索静脈瘤のgradeと の関係につい
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てみると,gradeが 高い程精子数が少なくなる傾向

と精巣の萎縮がみられた.精 索静脈瘤が観察された症

例不5例 に子供がお り,子 供ができないと訴える症例

は8例61.5%で あった,外 来受診時の年齢と精巣の萎

縮についてみると,両 者の間にはとりたてた関係を見

い出せなかった.
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